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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第１四半期連結
累計期間

第35期
第１四半期連結
累計期間

第34期

会計期間
自2018年９月１日
至2018年11月30日

自2019年９月１日
至2019年11月30日

自2018年９月１日
至2019年８月31日

売上高 （千円） 13,326,469 10,191,422 50,670,151

経常利益又は経常損失（△） （千円） △80,009 118,996 △289,820

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △54,684 62,872 △230,616

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △67,042 127,081 △334,417

純資産額 （千円） 7,761,409 7,361,146 7,340,185

総資産額 （千円） 17,528,815 16,094,034 17,832,346

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期（当期）純損失

（△）

（円） △3.82 4.44 △16.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.3 45.7 41.2

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第34期第１四半期連結累計期間及び第34期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、期初こそは、前年度後半からの米中貿易摩擦激化の影響から減

速感が強まりましたが、その後は、米中の貿易協議の進展期待が高まるにつれ、米国経済以外は低調に推移してい

たものの先行きへの期待感が増してきました。

このような外部環境のなか、当社の販売数量は、インゴットは、給水設備関連用原材料の減少、また、スクラッ

プも製錬会社の炉修工事及び電気銅やリターン材の影響によるスクラップ需要減で減少したものの、当社の主力取

扱商品である銅の価格が、期初にロンドン金属取引所銅3か月先物価格で2017年５月以来の安値（＄5,518）を付け

た後は、外部環境の改善期待を背景に、緩やかながらも上昇基調で推移したことから取引利鞘が大幅に改善いたし

ました。しかしながら、期中平均円ベース銅価格では前年同期比9.7％減となったこともあり当第１四半期連結累

計期間の業績は売上高101億91百万円（前年同四半期比23.5％減）、営業利益１億43百万円（前年同四半期は営業

損失64百万円）、経常利益１億18百万円（前年同四半期は経常損失80百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利

益62百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失54百万円）となりました。セグメントの経営成績

は次のとおりであります。

（非鉄金属事業）

非鉄金属事業の主力取扱商品である銅の価格が、前年度末が最安値近辺で終えた影響から低く推移したことや販

売数量も減少したことから、当第１四半期連結累計期間の売上高は100億98百万円（前年同四半期比23.5％減）と

前年同四半期比30億97百万円の減少となりました。

（美術工芸事業）

美術工芸事業は、仏具の金製品及びキャラクター製品等の需要が底堅く推移したものの、銅製品の販売が減少し

たため、当第１四半期連結累計期間の売上高は93百万円（前年同四半期比28.9％減）と前年同四半期比37百万円の

減少となりました。

財政状態につきましては、次のとおりであります。

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は128億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億25百万円

減少いたしました。これは主に、売上債権の減少７億２百万円及びたな卸資産の減少６億76百万円によるものであ

ります。また、固定資産は31億99百万円となり、前連結会計年度末に比べ87百万円増加いたしました。この結果、

総資産は160億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億38百万円減少いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は65億93百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億95百万円減

少いたしました。これは主に、短期借入金の減少17億22百万円によるものであります。また、固定負債は21億39百

万円となり、前連結会計年度末に比べ１億36百万円増加いたしました。これは主に、長期借入金の増加１億35百万

円によるものであります。この結果、負債は87億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億59百万円減少いた

しました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は73億61百万円となり、前連結会計年度末に比べ20百万円増加

いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益62百万円の計上及び利益剰余金の配当１億６百万

円並びにその他有価証券評価差額金の増加62百万円によるものです。

この結果、自己資本比率は45.7％となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,000,000

計 28,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,337,200 14,337,200
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 14,337,200 14,337,200 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年９月１日～

2019年11月30日
－ 14,337,200 － 1,000,000 － 293,024

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2019年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 187,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,147,100 141,471 －

単元未満株式 普通株式 2,400 － －

発行済株式総数  14,337,200 － －

総株主の議決権  － 141,471 －

 

②【自己株式等】

    2019年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

黒谷株式会社
富山県射水市奈呉の江12番

地の２
187,700 － 187,700 1.31

計 － 187,700 － 187,700 1.31

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年９月１日から2019

年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年９月１日から2019年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,015,627 2,198,869

受取手形及び売掛金 ※２ 4,804,811 ※２ 3,998,415

電子記録債権 ※２ 859,855 ※２ 963,772

商品及び製品 453,509 576,524

仕掛品 136,972 163,170

原材料及び貯蔵品 4,926,642 4,100,678

前渡金 526,236 564,981

その他 996,609 328,240

流動資産合計 14,720,265 12,894,653

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,521,121 1,521,121

その他（純額） 882,780 921,563

有形固定資産合計 2,403,901 2,442,684

無形固定資産 12,942 15,367

投資その他の資産 ※１ 695,236 ※１ 741,328

固定資産合計 3,112,081 3,199,380

資産合計 17,832,346 16,094,034

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,282,795 890,786

電子記録債務 ※２ 246,065 ※２ 246,924

短期借入金 5,458,140 3,736,040

1年内返済予定の長期借入金 1,160,580 1,226,574

未払法人税等 10,317 46,763

引当金 21,398 37,322

その他 309,929 409,003

流動負債合計 8,489,226 6,593,413

固定負債   

長期借入金 1,900,334 2,036,140

退職給付に係る負債 102,600 103,333

固定負債合計 2,002,934 2,139,473

負債合計 10,492,160 8,732,887

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 685,821 685,821

利益剰余金 5,680,763 5,637,515

自己株式 △88,616 △88,616

株主資本合計 7,277,967 7,234,720

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △8,861 53,436

為替換算調整勘定 71,079 72,989

その他の包括利益累計額合計 62,217 126,426

純資産合計 7,340,185 7,361,146

負債純資産合計 17,832,346 16,094,034
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2018年９月１日
　至　2018年11月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2019年９月１日
　至　2019年11月30日)

売上高 13,326,469 10,191,422

売上原価 13,074,572 9,721,419

売上総利益 251,896 470,003

販売費及び一般管理費 316,022 326,307

営業利益又は営業損失（△） △64,125 143,695

営業外収益   

受取利息 498 537

持分法による投資利益 4,356 －

デリバティブ運用益 768 90

受取保険金 17 1,392

助成金収入 1,044 844

その他 532 479

営業外収益合計 7,217 3,343

営業外費用   

支払利息 19,903 19,412

為替差損 3,017 5,280

持分法による投資損失 － 3,302

その他 180 47

営業外費用合計 23,101 28,042

経常利益又は経常損失（△） △80,009 118,996

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△80,009 118,996

法人税、住民税及び事業税 1,288 39,453

法人税等調整額 △26,612 16,670

法人税等合計 △25,324 56,123

四半期純利益又は四半期純損失（△） △54,684 62,872

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△54,684 62,872
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2018年９月１日
　至　2018年11月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2019年９月１日
　至　2019年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △54,684 62,872

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △28,154 62,298

為替換算調整勘定 6,199 256

持分法適用会社に対する持分相当額 9,597 1,653

その他の包括利益合計 △12,357 64,208

四半期包括利益 △67,042 127,081

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △67,042 127,081

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

 

EDINET提出書類

黒谷株式会社(E25443)

四半期報告書

10/15



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の金額

 
前連結会計年度

（2019年８月31日）

当第１四半期連結会計期間

（2019年11月30日）

投資その他の資産 38,850千円 38,850千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、当四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日

でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。四半期連結会計期間末日満期手形、電子記

録債権及び電子記録債務の金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年８月31日）

当第１四半期連結会計期間

（2019年11月30日）

受取手形 16,017千円 44,720千円

電子記録債権 74,778 66,395

電子記録債務 569 －

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2018年９月１日
至 2018年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2019年９月１日
至 2019年11月30日）

減価償却費 38,462千円 47,529千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 2018年９月１日　至 2018年11月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月27日

定時株主総会
普通株式 107,526 7.5 2018年８月31日 2018年11月28日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 2019年９月１日　至 2019年11月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月27日

定時株主総会
普通株式 106,120 7.5 2019年８月31日 2019年11月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 2018年９月１日　至 2018年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額 合計（注）

 非鉄金属 美術工芸 計

売上高      

外部顧客への売上高 13,195,458 131,010 13,326,469 － 13,326,469

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 2,283 2,283 △2,283 －

計 13,195,458 133,293 13,328,752 △2,283 13,326,469

セグメント利益又は損失

（△）
△75,667 11,541 △64,125 － △64,125

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 2019年９月１日　至 2019年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額 合計（注）

 非鉄金属 美術工芸 計

売上高      

外部顧客への売上高 10,098,219 93,203 10,191,422 － 10,191,422

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － －

計 10,098,219 93,203 10,191,422 － 10,191,422

セグメント利益 142,551 1,143 143,695 － 143,695

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年９月１日
至　2018年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年９月１日
至　2019年11月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期

純損失（△）
△３円82銭 ４円44銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会

社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

△54,684 62,872

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）（千円）

△54,684 62,872

普通株式の期中平均株式数（株） 14,315,685 14,149,410

(注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

 2020年１月14日

 

黒谷株式会社  

 

取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人　トーマツ

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 下条　修司　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 加藤　博久　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている黒谷株式会社の

2019年９月１日から2020年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年９月１日から2019年11月30日

まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年９月１日から2019年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、黒谷株式会社及び連結子会社の2019年11月30日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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